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海域モニタリング計画（1/2）

【海域モニタリング計画の策定・開始】

○ 多核種除去設備等処理水（ALPS処理水）放出の実施主体として、放水口周辺を中心に
重点的にモニタリングを実施することとし、発電所近傍、福島県沿岸において海水、魚
類のトリチウム測定点を増やし、発電所近傍において海藻類のトリチウム、ヨウ素129
を追加測定する海域モニタリング計画を策定、改定した。（2022年3月24日公表）

◯本海域モニタリング計画に基づき、平常時のトリチウムや海洋生物の状況を把握するた
め、2022年4月20日より試料採取を開始した。

放水立坑 放水トンネル

海水配管ヘッダ

海水移送ポンプ
測定・確認用タンク

ALPS処理水
移送ポンプ

:試料採取箇所

放出前の確認と海域モニタリング

①

②
海域モニタリング

※：①，②は放出をした場合に実施
① ALPSで処理した水のトリチウムを除く放射性物質濃度が十

分低いことを確認する。
② 放水立坑(上流水槽)において海水とALPS処理水が混合・

希釈していることを、当面の間、放出前に直接確認する。



2

海域モニタリング計画（2/2）

【海域モニタリング結果の評価目的】

＜現状＞

○ 2022年4月からモニタリング結果を蓄積して、現在の状況（サブドレン・地下水ド
レン処理済水、地下水バイパス水、構内排水路に含まれるトリチウムなどによる海水
濃度変動など）を平常値の変動範囲として把握する。

＜放出をした場合＞

◯ 放出による海水の拡散状況ならびに海洋生物の状況を確認する。

◯ 海洋拡散シミュレーション結果や放射線影響評価に用いた濃度などとの比較検討を行
い、想定している範囲内にあることを確認する。

◯ 平常値の変動範囲を超えた場合には、他のモニタリング実施機関の結果も確認して、
原因について調査する。

◯ さらに、平常値の変動範囲を大きく*超えた場合には、一旦海洋放出を停止し、当該
地点の再測定のほか、暫定的に範囲、頻度を拡充して周辺海域の状況を確認する。

*：今後蓄積するデータをもとに放出をする場合に備えて設定する。
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【東京電力の試料採取点】
：検出下限値を見直す点(海水)

：新たに採取する点(海水)
：頻度を増加する点(海水)
：セシウムにトリチウムを追加

する点(海水，魚類)
：従来と同じ点(海藻類)
：新たに採取する点(海藻類)

図1. 発電所近傍
（港湾外2km圏内）

図2. 沿岸20km圏内

：日常的に漁業が行われて
いないエリア※

東西1.5km 南北3.5km
※：共同漁業権非設定区域

・海水、魚類、海藻類について、採取点数、測定対象、頻度を増やし、
検出下限値を国の目標値と整合するよう設定した。

海域モニタリング計画 試料採取点（1/2）

◆T-A1

◆T-A2

◆T-A3

放水口

2km圏内

※図1について、2022年3月24日公表の海域モニタリング計画から、T-A1, T-A2, T-A3の表記、位置について総合モニタリング計画の記載に整合させて修正

20km圏内
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【東京電力の試料採取点】
：セシウムにトリチウムを追加する点(海水)

・海水についてトリチウム採取点数を増やした。

図3. 沿岸20km圏外

海域モニタリング計画 試料採取点（2/2）
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【海水の状況】

＜港湾外2km圏内＞

◯ トリチウム濃度は、過去1年間の測定値から変化はなく、新たな測定点についても日本全国の海水
の変動範囲*内の低い濃度で推移している。

◯ セシウム137濃度は、過去の福島第一原子力発電所近傍海水の変動原因と同じ降雨の影響と考えら
れる一時的な上昇が見られるが、過去1年間の測定値から変化はなく、新たな測定点についても日
本全国の海水の変動範囲*内の低い濃度で推移している。

◯ トリチウムについては、より詳細な状況を把握するため、4月18日以降、検出限界値を下げてモニ
タリングを実施している。

＜沿岸20km圏内＞

◯ トリチウム濃度、セシウム137濃度とも、過去1年間の測定値から変化はなく、日本全国の海水の
変動範囲*内の低い濃度で推移している。

＜沿岸20km圏外＞

◯ セシウム137濃度は、過去1年間の測定値から変化はなく、日本全国の海水の変動範囲*内の低い
濃度で推移している。なお、トリチウムは4月21日より試料採取を開始し、現在測定中。

海域モニタリング結果の状況

＊：海水中の放射性物質濃度 日本全国の過去の変動範囲（2018年4月～2020年3月）
トリチウム濃度： 0.043 Bq/L ～ 20 Bq/L

沸騰水型原子炉より加圧水型原子炉からのトリチウムの放出量が多く、環境中で濃度の上昇が観測されている。
セシウム137濃度： 0.0010 Bq/L ～ 0.38 Bq/L

出典：日本の環境放射能と放射線 環境放射線データベース https://www.kankyo-hoshano.go.jp/data/database/

（参考）
世界保健機関(WHO)の飲料水水質の指標

トリチウム濃度： 10,000 Bq/L、セシウム137濃度： 10 Bq/L

【魚類、海藻類の状況】
4月は試料採取なし。
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日本全国の海水のトリチウム、セシウム137濃度の変動範囲

福
島
第
一
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

強
化
開
始
以
降
の
変
動
幅

福
島
第
一
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
強

化
開
始
以
降
の
変
動
幅*

*：降雨の影響と考えられる一時的な上昇を除く



7

海水のトリチウム、セシウム137濃度の推移（1/3）

検出下限値見直し
1Bq/L → 0.4Bq/L

日
本
全
国
の
過
去
の
変
動
範
囲

検出下限値見直し
1Bq/L → 0.4Bq/L

日
本
全
国
の
過
去
の
変
動
範
囲
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海水のトリチウム、セシウム137濃度の推移（2/3）

*：沿岸20km圏内の魚類採取点におけるトリチウムのデータはP.10に記載

日
本
全
国
の
過
去
の
変
動
範
囲

日
本
全
国
の
過
去
の
変
動
範
囲
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海水のトリチウム、セシウム137濃度の推移（3/3）

日
本
全
国
の
過
去
の
変
動
範
囲

・4月21日より試料採取開始につき測定中 日
本
全
国
の
過
去
の
変
動
範
囲
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魚類、海水のトリチウム濃度の推移

・2021年7月分は荒天のため8月に採取。8月分は欠測。
・2022年1～3月分については測定中。
・4月は試料採取なし。5月より強化したモニタリングを実施。

*：組織自由水型のトリチウムとは、動植物の組織内に水の状態で存在し、水と同じように組織外へ排出されるトリチウム。

・2021年7月分は荒天のため8月に8月分とは別に採取。
・2022年1～3月分については測定中。
・4月は試料採取なし。5月より強化したモニタリングを実施。

日
本
全
国
の
過
去
の
変
動
範
囲
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魚類のトリチウム濃度の推移

*：有機結合型のトリチウムとは、動植物の組織内のタンパク質などに有機的に結合して組織内に取り込まれ、細胞の代謝により組織外へ排出されるトリチウム。

・2021年7月分は荒天のため8月に採取。8月分は欠測。
・2022年1～3月分については測定中。
・4月は試料採取なし。5月より強化したモニタリングを実施。
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日本全国の魚類のトリチウム濃度の推移

*：組織自由水型のトリチウムとは、動植物の組織内に水の状態で存在し、水と同じように組織外へ排出されるトリチウム。
出典：日本の環境放射能と放射線 環境放射線データベース
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＜参考＞ 海域モニタリング計画（1/2）

対象 採取場所
（図1,2,3参照） 採取点数 測定対象 頻度 検出下限値

海水

港湾内 10
セシウム134,137 毎日 0.4 Bq/L

トリチウム 1回/週 3 Bq/L

港湾外 2km圏内

2 セシウム134,137
1回/週 0.001 Bq/L 

毎日 1 Bq/L

5 → 8 セシウム134,137 1回/週 1 Bq/L

7 → 10 トリチウム 1回/週 1 → 0.4 Bq/L*1

沿岸 20km圏内 6
セシウム-34,137 1回/週 0.001 Bq/L

トリチウム 2回/月 → 1回/週*2 0.4 → 0.1 Bq/L*3

沿岸 20km圏内
(魚採取箇所)

1 トリチウム 1回/月 0.1 Bq/L

0 → 10 トリチウム なし → 1回/月 0.1 Bq/L*3

沿岸 20km圏外
(福島県沖)

9 セシウム134,137 1回/月 0.001 Bq/L

0 → 9 トリチウム なし → 1回/月 0.1 Bq/L*3

・トリチウムについて、採取点数、頻度を増やし、検出下限値を国の目標値と整合するよう設定した。
【海水】

赤字：従来より強化した点

※：採取深度はいずれも表層
*1：必要に応じて電解濃縮法*により検出値を得る。
*2：検出下限値を0.1Bq/Lとした測定は、1回/月
*3：電解濃縮装置の設置状況により、当面は0.4Bq/Lにて実施する。
*：トリチウム水は電気分解されにくい現象を利用した濃縮法
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＜参考＞ 海域モニタリング計画（2/2）

対象 採取場所
（図1,2参照） 採取点数 測定対象 頻度 検出下限値

魚類 沿岸 20km圏内

11
セシウム134,137 1回/月 10 Bq/kg (生)

ストロンチウム90
(セシウム濃度上位5検体) 四半期毎 0.02 Bq/kg (生)

1
トリチウム (組織自由水型)

1回/月
0.1 Bq/L 

トリチウム (有機結合型) 0.5 Bq/L

0 → 10
トリチウム (組織自由水型) *1

なし → 1回/月
0.1 Bq/L*3

トリチウム (有機結合型) *2 0.5 Bq/L

海藻類

港湾内 1 セシウム134,137 1回/年 → 3回/年 0.2 Bq/kg (生)

港湾外 2km圏内 0 → 2

セシウム134,137 なし → 3回/年 0.2 Bq/kg (生)

ヨウ素129 なし → 3回/年 ０.1 Bq/kg (生)

トリチウム (組織自由水型)*1
なし → 3回/年

0.1 Bq/L*3

トリチウム (有機結合型) *2 0.5 Bq/L

【魚類・海藻類】
・採取点数、測定対象、頻度を増やし、検出下限値を国の目標値と整合するよう設定した。

赤字：従来より強化した点

*1：動植物の組織内に水の状態で存在し、水と同じように組織外へ排出されるトリチウム。
*2：動植物の組織内のタンパク質などに有機的に結合して組織内に取り込まれ、細胞の代謝により組織外へ排出されるトリチウム。
*3：電解濃縮装置の設置状況により，当面は0.4Bq/Lにて実施する。
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＜参考＞ 安全確保のための設備の全体像
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＜参考＞ 海洋拡散シミュレーション結果

領域を
約500倍拡大

福島県沖拡大図
（最大目盛30ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑にて作図）

発電所周辺拡大図
（最大目盛30ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑にて作図）

0.1～1ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑の範囲
(現状の周辺海域と
区別できない)

0.1～1ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑の範囲
(現状の周辺海域と
区別できない)

福島第一
原子力発電所

1~2ベクレル/㍑の範囲

福島第一
原子力発電所

◯ 2019年の気象・海象データを使って評価した結果、現状の周辺海域の海水に含まれるトリ
チウム濃度（0.1～1ベクレル/㍑）よりも濃度が高くなると評価された範囲は、発電所周辺
の2～3kmの範囲で1～2ベクレル/㍑であり、WHO飲料水ガイドライン10,000ベクレル/㍑
の10万分の1～1万分の1である。

⇒ 拡散状況を確認するためモニタリングを強化する。

※：シミュレーション
は、米国の大学で開
発、公開され各国の
大学・研究機関で使
用されている海洋拡
散モデル（ROMS）
に電力中央研究所が
改良を加えたプログ
ラムを用いて実施


